






























































「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
一乗谷朝倉氏遺跡の実地調査

環境についての課題 （整理、整頓、清掃に関わるもの）

清掃用具が露出したチケット売り場

放置され破損したプランター 枯れたまま並ぶ鉢植え

目に付く場所に置かれた脚立

枯れたままのプランター

整理整頓されていない清掃用具

30



「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
一乗谷朝倉氏遺跡の実地調査

環境についての課題 （整理、整頓、清掃に関わるもの）

未整理が招いた収納所不足 雑然と置かれた看板、清掃用具類

放置されたままのメンテナンス工具放置されたままの破損した杭処分されず放置された空き缶類

目に付く場所にあるさびたポスト
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「重要」「貴重」といった「ほんもの」の土台となる価値観を醸成する以前に、そもそも、県の公的施設としての整理、整頓がなされて
いない。

■公的施設としてあるべき状態の検討

•

イベント向けのテントや備品がそこここに放置されていたり、復原町並の展示スペースが資材置き場になっていたりと本来あるべき史跡
としての状態になっていない。
•

入場券売り場など、まず観光客に第一印象を与える場所も雑然としており、歴史史跡の一部であるという認識がない。•

環境についての課題
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「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
一乗谷朝倉氏遺跡の実地調査

設備についての課題 （建物や付随物の管理状態や配置、
  妥当性に関わるもの）

ライフラインや、照明、非常灯、安全設備、またイベント開催
時の備品等は、展示エリアや展示スペースを運用する上で必
要となるものであるが、施設見学者や来訪者からの評価の対
象外になるとは限らない。
やはり、最低でも展示の邪魔にならない、あるいは展示のイメー
ジを損なわない配慮や工夫は必要であり、復原町並など特に
世界観や歴史観を感じさせるエリアでは、極力違和感のない始
末が、レプリカであってもより「ほんもの」感を生み出す。
上記の観点から、改善を行った方がよいものを例示する。

目隠しすることでかえって目立つ消防設備展示の一部だけがバリアフリー

壊れたままの井戸

周囲の色と調和していない消火設備

むき出しになった橋の土台 放置されたのぼり旗の土台
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正常な照明と壊れたままの照明 切れたままの照明の電球 雰囲気にそぐわない照明器具

すさまじい雨漏り周囲と調和していない照明の質感 褪色したのれん

「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
一乗谷朝倉氏遺跡の実地調査

設備についての課題 （建物や付随物の管理状態や配置、妥当性に関わるもの）
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出されたままの仮設ステージ

残ったままのコンクリートの土台露出したままの切り株

「唐門」下のひび割れ むき出しになった塩ビパイプ

美観を損ね、危険でもある道路脇

「ほんものを守るタイプ」の観点から見る
一乗谷朝倉氏遺跡の実地調査

設備についての課題 （建物や付随物の管理状態や配置、妥当性に関わるもの）
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適切な状態ではない傷んだ箇所や劣化した箇所が散見される。

■設備の保守管理と設置方針の精査

•

照明が切れていたり、割れていたりなど、誰でも気付くものが放置されている。施設管理意識が薄い。•

施設の雰囲気やテイストにそぐわない設備が散見される。•

設備についての課題
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「情報」の項で課題にあげた「誰に」「何のために」「何を」「どのように」「どう」伝えるかの方針やルールが未整備の前段階として、
そもそもこの史跡がなんであるかの位置づけについての定義やストーリー化が必要と思われる。

この点については一乗谷朝倉氏遺跡博物館ができたため、事前に博物館を訪れることで、ある程度の理解は増すと思われるが、当該史
跡における「情報」の提示や掲示については、表現や使用する言葉などについて一乗谷朝倉氏遺跡博物館と整合性や統一感をもたせ、
一層の理解、共感の強化を図る必要がある。

【改善ポイント】
一乗谷朝倉氏遺跡博物館で示されたストーリーを、実際の史跡散策において実感納得し、より一層の理解につなげるための「情報」の
提供を心掛ける。

わかりやすいストーリーを広めて唯一無二の価値観を高める。

STEP 4  「ほんもの」であることを示す
「ほんもの」とみなされ続けるための中長期的な方向性や戦略を立て実施する。
STEP3で洗い出された課題から、当該施設における「ほんもの」とみなされるために打つべき戦術は以下の2点と判断し、改善策を講じる。

1

●内容のわかりやすさ　
●文字の見やすさ　
●適切な情報量　
●適切な表示方法
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今視察において、最も顕著な課題は維持管理、展示、運営における統一感のなさである。

すでに「歴史」「伝統」といった「ほんもの」要素を強化するためには、「歴史」「伝統」から生み出される「風格」や「風情」、「情緒」や「重
要」「貴重」から生じる「特別感」を増幅させる必要がある。

【改善ポイント】
●この史跡が生み出すべき「価値」について「明文化」し、それに則って各管理方針を定め、管理基準を設ける。
●管理方針や管理基準を明らかにし、関係者で共有できるようにする。
●維持管理に必要な費用を明らかにし、予算措置をする。
●管理基準の充足の判断や予算措置の決定の権限と執行フローを明らかにする。
●5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）活動を実施し、平均的な施設の管理水準を理解習得する。
●定期的な管理基準の充足状況の確認を行う。
●定期的な管理方針、管理基準の見直しを行う。

伝統や歴史観に基づいて統一感を整備形成する。2
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ブランドマネジメント強化について
～「福井らしさ」の醸成に向けて～



提言　ブランドマネジメント強化について  ～「福井らしさ」の醸成に向けて～

今般、福井らしさを

にまとめ、

と表した。

地域の個性も人格同様、見る人、触れる人によって変わるため、
これが決定版というものでないことは言うまでもない。しかしな
がら、なんとなく観光ＰＲやイベントを見たときにこれは「福井
らしくないなぁ～」とか「どこかで似たようなことをやっていた
なぁ～」と思うことも少なくはない。新幹線開業という千載一
遇に際し、有名大都市のような認知度もイメージも高くない地

域としては、あの手この手で認知度をあげようとするのはしか
たないことである。しかしながら、かける手間とコストは只で
ないどころか、むしろ規模も千載一遇のものとなるので、一過
性で終わるものにしたくはない。

上記の「福井らしさ」のうち前述したように「直（ひたむき）」
と「幸（しあわせ）」は観光ＰＲでどうこうできるものではなく、
自分たちでそう思うか、地域住んで実体験するしかない。ある
程度、自分たちに自覚が生じて、立ち居振る舞いに現れれば、
やがて第三者が共感してくれるようになるかもしれない「らし
さ」である。いっぽうで「真（ほんもの）」については、今般、
提案をしたように、戦略的に高度化や競争優位性を生み出せ
る「らしさ」の要素だと考えている。

しかしながら県民総意の下で皆が共通理解にたち、県民あげ
て福井の「真（ほんもの）」らしさの向上に取り組めることは
理想ではあるが、そうなるには時間がかかる。よって、まずは
政策を発信する自治体や関係機関や経済団体などで課題意
識を持ち、戦略的に「らしさ」を生み出すという取り組みを始
めるべきである。

進めるにあたっては、まずは県が率先して取り組み、ビジネ

「直（ひたむき）」
「真（ほんもの）」
「幸（しあわせ）」

「直」ひたむきに、
「真」ほんものをまもって、
「幸」ひとはしあわせになる。
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提言　ブランドマネジメント強化について  ～「福井らしさ」の醸成に向けて～

スで日常的にブランディングに取り組んでいる経済人や経済団
体が積極的に支援や協業を行うことが肝要であると考える。

以下に福井県の福井の「真（ほんもの）」らしさを醸成するた
めに県に要望する事項を述べる。

そもそも他から人を招きいれる基本ベースとして観光資源や施
設の５Sの達成水準が低い。入口や展示エリア、トイレ等、外
部に清掃を委託している部分は一定のレベルながら、受付カ
ウンター内や係員のいる事務室や管理室、バックヤード、飲
食提供スペース、掲示物の管理など職員や施設管理者自らの
手によるところでの「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「躾（ルー
ルや管理基準）」の至らなさは、「ほんもの」を生み出す素地
があるとは到底言えない低レベルであることが多い。観光資
源そのものや管理をする自治体内含めて、５Sについて徹底的
な取り組みを望む。無駄、無理の排除のみならず、「福井」
というブランドを担う責任主体として真摯にとりくみ、管理対
象である観光施設や資源の範となることが必要である。

各行政組織でも特定部署や特定の役割の職員が担当業務に
応じてマーケティングやブランディングについての教育研修を
受講しているものと思われる。しかしながら、今やマーケティ
ングマインドやブランディングスキルは、安全衛生、情報セキュ
リティ、デジタルリテラシーやコンプライアンス意識など職務を
問わずどのような業務遂行においても必須の技能となってきて
いる。よって、観光や県産材の販売等にかかわらず、移住や
企業誘致、コンベンション招致など、福井を他にPRする部門
だけが学び習得すればよいものでない。さらに、定期的に多
岐にわたる職務に人材の異動が行われる組織においては、特
定部署にその資質を蓄積することは困難である。また、外部
の専門組織や企業に委託をするにしても、発注側に一定の知
識と知見がない限り、ただの丸投げになってしまい、そこに福
井らしさや、福井が求める「ほんもの」は生まれ難い。「福井」
という地域の魅力を顕在化させ経験させファンを増やすこと
は、気合や根性ではなく、長期的かつ継続性が求められる戦
略的な取り組みである。故に、そこに関わる人々の戦略思考
やマーケティングマインドの質の向上は戦略の高度さに多大な
影響を及ぼす。マーケティングやブランディングは一握りの人

５S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の実施1

マーケティングおよび
ブランディングの組織的教育2
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提言　ブランドマネジメント強化について  ～「福井らしさ」の醸成に向けて～

が持つセンスや天賦の才による特別な職能ではなく、すべて
の組織が習得可能で、組織的に取り組め、そして成果を上げ
られる技術である。よって、マーケティングやブランディングに
ついての知識や素養は組織的に全職員の習得すべき技能とし
て教育体系に織り込まれ、どのような職種であろうと、キャリ
アに応じた内容の教育が定期的に実施されるべきである。

具体的には次ページのような研修体系内に織り込み継続的に
進め、中期での庁内職員のブランディングリテラシーの向上を
図ることを期待する（次ページ表1）。
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（表1） マーケティングやブランディングの教育体系への織り込み例

福井県職員令和5年度研修体系図より該当部分を抜粋 付加すべきマーケティングおよびブランディングのスキル

新規採用職員研修（前期） 
新規採用職員研修（中期）
新規採用職員研修（後期）
採用３年目研修
採用５年目研修
ステージ１研修（３０歳） 
ステージ２研修（３５歳）
グループリーダ育成研修

公務員としての自覚と基礎知識
社会人心得、ビジネスマナー
コミュニケーション、キャリアデザイン
段取力・部下力、講和、県政課題
政策提案力向上
プレゼンテーション・説明力向上
リーダーシップ力向上
リーダーに求められるスキル

1～2h
1～2h
1～2h
1～2h
1～2h
1～2h

1～2h
1～2h
4h
4h

マーケティングの、手法や種類などの概要
マーケティング事例研究
マーケティング事例研究
ブランドの意義や価値、構成要素など概略
ブランディング事例研究
ブランディング事例研究

ブランディング事例研究
ブランディング事例研究
ブランドを維持強化するための意義や施策
ブランド体系の構築と管理

マーティング基礎
マーティングケーススタディ
マーティングケーススタディ
ブランディング基礎
ブランディングケーススタディ
ブランディングケーススタディ

ブランディングケーススタディ
ブランディングケーススタディ
ブランドマネジメント
ブランド戦略

時間内容カリキュラム名

＋

プレイングマネジャー
組織・人事管理の基礎知識、マスコミ対応、業務マネジメント
部下育成と職場管理 、政策参与講和
危機対応、タイムマネジメント、知事講和、DX

新任主任研修
課長補佐研修
参事級研修
課長級研修

＋

女性対象
eラーニング

年

齢

別

役

職

別

発想力、政策デザイン、行動経済学、SDGｓと地方創生、
AI・IoT、経済・統計、企画力向上

プレゼンテーション、折衝・交渉力強化研修、
整理力向上研修（ファシリテーション）、クレーム対応研修

タイムマネジメント、コミュニケーション、部下指導法、
状況把握力・判断力強化、事業スクラップ

地方公会計と財務諸表、地方財政制度、文章作成、行政法、
訴訟法務、政策法務研修

政策提案力

説明力・折衝調整力

マネジメント力

基礎力

マーケティング

ブランディング

ブランドマネジメント

＋

マーケティング基礎知識をはじめ、
その種類や戦略、データ分析の手法等

ブランディング基礎知識をはじめ、
構成要素、ブランド化技術、戦略等

ブランド資産評価とその組織的管理技法等

終日

終日

終日

県
職
員
階
層
別
研
修

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修



ブランドマネジメントの機能強化3

提言　ブランドマネジメント強化について  ～「福井らしさ」の醸成に向けて～

現状、観光に深く関わるものについて、ブランド化されたもの
の認知拡大、推奨を推進する部署は存在するものの、ブラン
ドそのものの構築や戦略を総合的につかさどる部署や機能は
存在しない。一般の民間大手企業においても、ブランドマネ
ジメントを効果的に発揮している企業は多くはなく、その管理
組織や管理手法の在り方もさまざまである。よって、部門ごと
の専門性が蓄積しにくい行政において、永続的な組織機能と
してブランドマネジメントを部署として設けることはさらに困難
であると思われる。しかしながら実際的に「福井らしさ」を育
むためには、ブランドマネジメントは必須であるため、組織に
よらず仕組みとしてブランドマネジメントを管理することを提案
する。

具体的には右図に示すように、現状、担当部署まかせのマー
ケティング、ブランド構築から戦略立案、実行に至るプロセス
に、一定基準の事業については、外部民間人や専門家から
構成される「ブランドマネジメント評価委員会（仮称）」によ
る諮問の機会を設ける（図 1）。

「ブランドマネジメント評価委員会（仮称）」は７人程度の専門
識者や実務者で構成し、３年２期満了の任期を設け、特定の
事業に関し、発生都度諮問を受ける。
また、委員の固定化による時代感覚への対応や形骸化を防止
するため、委員は３年ごとに半数を入れ替えるものとする。
諮問対象としては次ページのような範囲を想定する。
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（図1） ブランドマネジメント評価委員会（仮）を加えた
　　  行政プロセスのイメージ

ブランドマネジメント評価委員会（仮）

課題

認識

政策

立案
実施 評価諮問



観光政策を担う組織として、各地域に DMO が創設されてい
る。本来的な機能は長期視点での観光地経営を担う中核組
織であるが、その活動や位置づけは行政や観光協会等との兼
ね合いの中で、ＤＭＯごとにさまざまである。福井県のＤＭＯは
各地域の観光政策支援をミッションとしており、ＤＭＯ自体が事
業を構築し推進するものではない。実際に対外的に行われる
事業は各地の自治体や民間団体の起案によるものであり、
DMO には、いくばくかの方向性の修正や、プロモーション手
法、コピーやロゴといったデザインを伴うものにアドバイスを
する程度のリソースや権限しかない。そのため、支援事業に
ついて、着想は良いものの、今一つアウトプットに事業成果が
見えにくく、より高い次元で、より「福井らしさ」を強化すべ
くブラッシュアップすることや、ＤＭＯが支援する事業全体のデ
ザインクオリティに統一感を生み出したり、ブランドマネジメン
トによる福井のイメージの戦略的高度化を行ったりすることが
困難である。これらの機能をＤＭＯに付加するとなると、福井
県の本質価値に基づくブランド価値の概念化や、それをロゴ
やコピー、スローガンなどにデザイン性をもたせて具象化する
クリエイティブな機能や、ターゲットを定め計画的にマーケティ

提言　ブランドマネジメント強化について  ～「福井らしさ」の醸成に向けて～

県が予算措置をする観光資源となる
施設の名称やＰＲ等を含む
複数年にわたる事業計画

県が予算措置をする
県産品・特産品の名称やＰＲ等を含む
複数年にわたる事業計画

県の対外的なイメージ形成に関わる
コミュニケーション戦略

●

●

●

DMOと
「政策オープンイノベーション」の連携強化4
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諮問すべき事業範囲（例）



ングやブランディングを実施したり、ステイクホルダーとのコミュ
ニケーション計画を立案し遂行したりする人材が必要となる。
しかしながら、そのような人材を県あるいはＤＭＯとして定常的
に雇用し育成することは、将来的に必要であったとしても、近々
実現することは人材確保や予算措置を含め困難である。

よって、このようなＤＭＯの機能強化を図るという視点で、現在、
県が推進している「政策オープンイノベーション」の観光政策
での活用の定常化を提言する。県の「政策オープンイノベー
ション」は政策づくりをもっとオープンにするということで、政
策立案過程に県の「職員」と「デザイナー」「都市人材」「エ
ンジニア」との協働を図るという趣旨のものであるが（図２）、
このプロセスを観光政策においてはＤＭＯを交え、上述したＤ
ＭＯのリソース不足を補い、機能強化を図ることを提言する（図
３）。これにより、現状ＤＭＯが各市町や民間から上がってきた
支援すべき対象事業に関し、デザインや事業成果のレベルアッ
プはもちろん、現状最もリソースとして有用なデジタルコミュニ
ケーションを強化するためのエンジニアが戦力として加わり、
より高度なサポート体制が構築できるように思う。

※ 福井県の「政策オープンイノベーション」については下記を参照
　 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/seiki/seisaku_booklet.html

提言　ブランドマネジメント強化について  ～「福井らしさ」の醸成に向けて～
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（図2） 政策オープンイノベーション

（図3） 政策オープンイノベーションのDMOへの展開イメージ

デザイナー
政策デザイン

県 民
参加と応援

◇「県民参加」と応援の仕組み ⇒ 政策の満足度・納得性を向上
⇒ 主体的なアクションの拡大

◇県内外の専門人材との協働 ⇒ 新政策の立案・政策レベルの向上
⇒ 職員の意識改革・資質向上

県庁職員 都市人材
地方兼業

県民主役の県政 さまざまな専門人材との協働

エンジニア
デジタル政策

など

・県民参加の促進と主体的な活動の徹底応援
・県庁外の専門人材の知見を政策立案に活用 → 政策づくりをもっとオープンに！

市 町
観光政策立案

案件に応じたさまざまな専門人材との協働

デザイナー
政策デザイン

都市人材
地方兼業

エンジニア
WEBデザイン
アプリ開発

など

DMO

民間団体
観光政策立案

プランナー
企画立案

クリエイティブ
ディレクター
総括管理



さいごに

新幹線開業が 1 年後に迫る中、観光政策や観光資源発にお
いて、力任せにアピールをすることはしかたのないことではあ
るが、この機会に得る「福井と出会う人々」が、新幹線ブー
ムが去った後も再訪してみたくなる「福井らしい」「ほんもの」
を生み出してゆくことが永続的な来県ひいては定住を進めるた
めに必須である。今回提案した各施策は地道で手間がかかる
ことではあるが、これまた「ひたむき」を信条とする福井県民
らしい取り組みになるのではないかと思う。

《 2022年度　交流人口・観光促進検討委員会 》

委員長

佐野 俊和

副委員長

開発 　毅

企画幹事 

小川 明彦
角谷 恒彦
鎌谷 孝之
齊藤 泰輔 
嶋 　一哲 
鈴木 幸次
瀨川 裕司
関 　剛摩
竹本 祐司
田畑 賢一
古川 利正
藤澤 大輔
松村 智巳
南　 宏季
吉岡 正修
渡辺 崇嗣

アドバイザー

西畑 敏秀

事務局

東山 清和
竹下 悟史
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コマツサービスエース株式会社

合資会社開花亭

株式会社大津屋
株式会社角文
株式会社鎌仁商店
石黒建設株式会社
北陸電話工事株式会社
株式会社商工組合中央金庫福井支店
株式会社五月ヶ瀨
株式会社関組
一般社団法人福井県まちづくりセンター
株式会社タバタ
富士フイルムBI福井株式会社
西日本旅客鉄道株式会社
株式会社日本政策投資銀行
株式会社ウララコミュニケーションズ
吉岡幸株式会社
渡彌株式会社

仁愛女子短期大学生活科学学科

福井経済同友会
福井経済同友会

代表取締役社長

代表社員社長

　　　　　　　　　
代表取締役
代表取締役社長
代表取締役社長
代表取締役社長
福井支店長
支店長
代表取締役社長
顧問
代表理事
代表取締役社長
代表取締役社長
福井営業支店 支店
長北陸支店長
取締役営業統括
代表取締役専務
代表取締役社長　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
教授　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
専務理事・事務局長
事務局次長


